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令和５年度（一社）新潟県歯科衛生士会　第３回研修会

令和６年度（一社）新潟県歯科衛生士会 第１回研修会

主　　催　（一社）新潟県歯科衛生士会
日　　時　令和６年３月24日㈰　13時30分～15時30分
会　　場　Web配信
講　　師　香川県立保健医療大学
　　　　　保健医療学部看護学科 
　　　　　教授　片山　陽子　先生
演　　題　‌�「知りたいACP（Advance Care Planning）

の基礎知識」
内　　容
・�アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の定義、目標、対象
・�アドバンス・ケア・プランニング（ACP）の実施の意義
・�健康な地域住民（香川県・高松市）の展開例
参加者数　34名
感　　想
　令和５年度　第３回研修会は、Web配信での開催
となりました。ACP（アドバンス・ケア・プランニ
ング）の基礎知識を片山陽子先生から大変わかりやす
く講義していただきました。「自分らしさとは？」の

問いかけに答えがなか
なか出ない自分がいま
した。医療やケアが必
要になったとき、どん
な医療・ケアをどこで
何を受けたいか？　それはなぜか？　理由と背景を知
ることが大切とありました。ACPとは、終末期や人
生の最後の迎え方を決めること…と誤解されがちです
が、健康な段階から、一度きりではなく繰り返し行う
過程であるということ、人として関心をもって聴き、
多職種で日常ケアの中で意思の欠片を集め、希望を支
えること、生活や療養の場が移行しても本人の意思を
繋ぐことが重要とのことでした。われわれ歯科衛生士
も患者さんとの会話の中から意思の欠片を聴くことが
あると思います。患者さん一人一人の大切な欠片を集
め多職種で共有し、最後まで尊厳ある人生を全うでき
るようお手伝いしたいと思いました。
� 報告者　学術委員　田中恵子
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主　　催　（一社）新潟県歯科衛生士会
日　　時　令和６年６月16日㈰　13時30分～15時00分
会　　場　新潟県歯科医師会館
講　　師　神成　庸二
演　　題　「能登半島地震災害直後の歯科保健活動」
　　　　　～ JDAT活動報告と今後の課題 ～
内　　容
・�能登半島地震の被害状況および生活状況について
・�被災地における歯科保健活動の具体例（スケジュー

ル・活動内容など）
・�今後の災害に備えて必要なこと（災害時歯科診療車

の必要性、備蓄品など）
参加者数　39名
感　　想
　講演会では、能登半島地震後のJDAT（日本災害歯
科支援チーム）の活動について詳しく報告されました。
能登半島地震はマグニチュード7.6で甚大な被害をも
たらしました。その過酷な環境下でキャンピングカー
を用いて約１週間、現地で寝泊まりしながら活動され

たとのことです。先生が現地で撮影された多くの写真
もご提示いただきながら、現地での詳しい活動につい
てお話を聴くことができました。また、現地での歯科
保健活動や目の当たりにした被害状況が詳細に述べら
れ、今後の活動における課題についても考察がなされ
ました。特に、72時間以降の緊急歯科医療や避難所で
の口腔衛生の重要性が強調され、被災者の健康を守る
ための公衆衛生活動の意義が深く理解できました。災
害に備えた備蓄品として、「歯ブラシも備えましょう」
という先生の言葉も印象に残っています。今回の講演
を通じて、災害時における歯科医療の重要性と今後の
備えの必要性を改めて認識しました。
� 報告者　学術委員　筒井紀子
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新潟ブロック・第44回歯と口の健康フェア
主　　催　新潟市歯科医師会
日　　時　令和６年６月２日㈰　10時00分～15時00分
会　　場　新潟ふるさと村　
　　　　　ファイブワンいいね！新潟館
内　　容　衛生士会ブースの内容
・歯科相談　・歯磨き指導
・歯ブラシ、フロス等お土産配布
・�県内の歯科衛生士学校案内パンフレット配布、ポス

ター掲示
（他に８団体のブースあり）

来場者数　�372名（歯科衛
生士会ブース）

動員歯科衛生士数　６名
感　　想
　今年で44回目になる

「歯と口の健康フェア」
が、初めて新潟ふるさと
村で開催されました。新
潟ふるさと村は道の駅と
いうこともあり、ご家族

開　　催　新潟県歯科衛生士会　長岡ブロック
日　　時　令和６年１月21日㈰　15時00分～16時30分
場　　所　長岡中央図書館　講堂
参加者数　田辺千佳子　他16人
内　　容
・�歯科衛生士会の活動について
・�災害時緊急連絡と見舞金について
・�長岡ブロックでの取り組み（県・市・多職種との連

携や活動報告など）

・�来年度への要望・その他
感　　想
　今年度は２人の新入会員を含め、17人が参加し、日
本歯科衛生士会の活動や地域活動などについてもパ
ワーポイント等を使って説明しました。
　新人の人たちから「地域での活動もいろいろあると知
る事ができて、来て良かった」との感想をいただきました。
他の会員の人たちとも、情報交換ができ、国・県・市の
方針やそれに伴う歯科衛生士活動の変化についてなども
わかる範囲ではありましたが、情報共有が出来ました。
　また、同日行われた研修会受付時にオリエンテー
ションに参加しない会員向けに、オリエンテーション
次第とブロック内の活動がわかる役割分担表を渡し、
会員外の人たちには、歯科衛生士会への入会をお誘い
する資料をお渡ししました。自分たちの職域を守り、
育てるためにも歯科衛生士会の意義を再認識し、入会
や継続していただく機会になっていれば幸いです。

主　　催　新潟県歯科衛生士会　長岡ブロック
日　　時　令和６年１月21日㈰　13時30分～14時45分
会　　場　長岡市中央図書館　講堂
講　　師　一般社団法人　長岡市薬剤師会副会長
　　　　　薬剤師　三浦　雅彦　先生
演　　題　「歯科衛生士が知っておきたい薬の知識」
内　　容
・�「患者さんがしっかり服用できているかどうか」を

見極めるための知識
・�「歯肉出血」「口腔粘膜炎」「口腔乾燥」に影響する

薬の知識
・高齢者に避けるべき薬

参加者数　37名
感　　想
　口腔内の状態は、日々のケアのほか様々な要因で変
化し、その要因の大きなひとつが、服用している薬で
す。私たち歯科衛生士は、その服用薬のもたらす口腔
内への副作用を把握せず、患者さんに対応することは
難しいです。そして、厚生労働省の「高齢者の医薬品
適正使用の指針」で歯科衛生士の役割として、「口腔
内環境や嚥下機能を確認し、薬剤を内服できるかどう
か、また、薬物有害事象としての嚥下機能低下の確認」
と記載されています。
　そのような事からも、この度の「歯科衛生士が知っ
ておきたい薬の知識」は日常の診療だけでなく介護予
防教室、施設等でも役立つお話でした。
　服用薬による口腔内への副作用を多くの画像と共に
説明していただいたのでわかりやすかったです。
　診療の時だけでなく、歯科衛生士が様々な場面で相
談を受けることもあります。そういった時に適切な対
応が出来るよう、日々更新している薬の情報について
私たち歯科衛生士も勉強が必要だと思いました。
� 報告者　長岡ブロック　長谷川留美子

● 令和５年度 長岡ブロック 研修会 ●

● 令和５年度 長岡ブロック オリエンテーション ●
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長岡ブロック・「歯と口の健康週間」
主　　催　長岡歯科医師会
協　　力　長岡技工士会
　　　　　長岡歯科衛生士会
日　　時　令和６年６月２日㈰　10時00分～15時30分
会　　場　アオーレ長岡ナカマド
内　　容
・歯と口の健康クイズ
・口腔機能測定（咀嚼チェックガム・パタカ測定）
・歯科相談・ブラッシング指導
・指の型取り体験　・歯科啓発パネル掲示
・パンフレットや景品配布
来場者数　228名
動員歯科衛生士数　５名
感　　想
　今年も歯と口の健康クイズに老若男女の多くの方た
ちが楽しく参加していただきました。
　また、口腔機能測定を「カミカミテスト」「健口テ
スト」と銘打って体験しながら、楽しく自身の健口を
考えていただきました。
　他にも良い機会だからと歯科相談やブラッシング指

導を受ける方たちや、小さいお子様たちには、指の型
取り体験も好評でした。
　同時開催されている長岡市主催・長岡歯科医師会共
催の「歯と食の健口ひろば」として東京歯科大学の上
田貴之先生の講演「見逃さないで！オーラルフレイル
～健康長寿のために今できる口のケア～」があり、受
講後に口腔機能測定する方たちもおり、盛況でした。
　今後も、皆様に歯と口の健康に関心を持って行動し
ていただけるよう努めていきたいです。
　最後に、歯科衛生士の学生の方たちの参加もあり、
スタッフ一丸となって対応でき、ご協力頂きました皆
様、大変ありがとうございました。
� 報告者　長岡ブロック　田辺千佳子

主　　催　�（一社）上越歯科医師会、（一社）新潟県歯
科衛生士会上越ブロック、（一社）新潟県
歯科技工士会、上越市、上越市教育委員会

日　　時　令和６年６月９日㈰
　　　　　10時00分～12時00分　13時00分～14時30分
会　　場　�上越市市民プラザ　市民ギャラリーAB、

工芸室
内　　容　
・歯医者さんのお仕事体験
・�歯科健診・口腔がん検診＆ブラッシング指導
・�体験コーナー（口臭チェック、顕微鏡にて虫歯菌や

歯周病菌の観察）
・歯科技工士会 展示コーナー
・むし歯予防図画・ポスター・標語展示

・在宅歯科医療連携室　・歯の健康情報展示
・記念写真コーナー
来場者数　職業体験52名　体験コーナー56名
　　　　　歯科健診＆ブラッシング指導39名
　　　　　口腔がん検診９名　展示コーナー99名
　　　　　総数255名
動員歯科衛生士　７名
感　　想
　私が担当したのは、咀嚼力判定ガムとオーラルフレ
イル予防の資料配布とお口の健康相談でした。
　歯科医師会の先生方が行っている位相差顕微鏡によ
る細菌観察コーナーでは多くの親子連れが並ばれ、先
生方の丁寧な説明を熱心に聞かれていて興味の高さが
感じられました。その流れで咀嚼力判定ガムやフロス
などを配布させていただいたのですが、「おもしろそ
う」「ぜひやってみます」など感心を持って受け取っ
ていただきました。お子さんの流し込み食べが心配さ
れている昨今、幼い頃からのよく噛んで食べる習慣は
一生もの。シニア世代となってからのオーラルフレイ
ル予防へと繋がります。よく噛んで食べるメリットは
分かっていてもそれを実践するには自分のなかで気付

で来場される方が多く見られました。歯科相談には口
渇や仕上げ磨きなどのお悩みが寄せられ、歯磨きにつ
いてはフロスやワンタフトブラシへの関心が高く使用
方法を熱心に聞いていらっしゃる様子が印象的でし
た。来場者の多くが定期健診に通われており、口腔の
健康の重要性を理解されていると感じました。
　また、県内の歯科衛生士学校３校のご協力により、

学校案内パンフレットの配布やポスターを掲示させて
いただきました。
　今後も口腔の健康に関する啓発活動を継続し、皆様
の健康に貢献していきたいと思います。最後にフェア
にご協力頂きました皆様に感謝いたします。
� 報告者　新潟ブロック　下酉泉

上越ブロック・「お口の健康フェスタ」
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主　　催　柏崎市・柏崎市教育委員会・柏崎市歯科医師会
　　　　　�（後援：新潟県歯科衛生士会柏崎ブロック・

柏崎市食生活改善推進員協議会）
日　　時　令和６年６月23日㈰　９時00分～16時00分
会　　場　柏崎市健康管理センター（柏崎市栄町18-３）
内　　容
・歯科医師による無料歯科健診・相談（事前申し込み）
・�無料フッ化物歯面塗布（対象：１歳から就学前まで

のお子さん　事前申し込み）
・歯科衛生士による歯みがきコーナー

・‌�お口の健康づくりコーナー（RDテスト・健口くん・
咀嚼力判定ガム・砂糖適正量・体組成測定）

・食生活改善推進員による一口試食の提供

きがないと難しいものです。咀嚼力判定ガムの色を見
て生活習慣を振り返るきっかけになればよいと思いを
馳せました。初めて参加して、診療室とは違う場所で

の伝え方の難しさも感じ、自分の発信力を高めること、
学ぶことの多さに気づかされました。
� 報告者　上越ブロック　頸北班 班長　山岸優子

り、同居している高齢の母親の歯科相談に訪れ一緒に
測定されたりと、町民の方々にとても好評でした。ブ
ラッシング指導は、成人の方が多く、改めて聞く歯磨
きの話に耳を傾けていました。
� 報告者　県央ブロック　吉澤夕美

主　　催　三条市歯科医師会
日　　時　令和６年６月９日㈰　９時45分～12時00分
会　　場　三条市総合福祉センター
内　　容
・グラクソ・スミスクライン株式会社
・（株）ヤクルト
・（株）オールウェイズ
・三条市栄養士会
・三条看護医療歯科衛生専門学校
来場者数　94名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想
　毎年恒例の「歯と口の健康フェスティバル」が開催
されました。
　今年は歯科医師会の先生方が魚釣りやダーツを取り
入れ楽しくブースを回れるように工夫して下さいまし
た。協賛のブースでは食に関するクイズ、握力検査、
歯科用グッズのサンプル配布がありました。
　三条看護医療歯科衛生専門学校の医療事務の学生

ブースでは、お薬の準備体験、歯科衛生士の学生ブー
スでは、模型を使ってプラーク除去体験や、歯ブラシ
のキャップにキラキラシールを貼るデコ体験が来場者
にとても人気でした。
　フッ素塗布のブースでは、対象を未就学児にして、
歯磨きのポイントを伝えながら行い、３歳児健診後初
めてのお子さんもいて参加できて良かったとの声もあ
りました。保護者から歯並びが気になると話しがあり
ましたので、矯正相談へ繋ぎ喜ばれました。
　最近では、かかりつけ歯科医で定期的にフッ素塗布
しているお子さんも多くみられ歯科への感心が高まっ
ていると感じています。
� 報告者　県央ブロック　笹川晴美

県央ブロック・「歯と口の健康フェスティバル」

主　　催　田上町役場
日　　時　令和６年６月９日㈰　９時00分～12時00分
会　　場　田上町総合保健福祉センター
内　　容
・無料歯科検診　・口腔ケア指導
・乳児・児童へのフッ素塗布
・舌圧測定　・パネル展示
来場者数　30名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想
　田上町では、年に２回、６月と11月に歯科相談会を
開催しています。６月の相談会では今回初めて舌圧測
定を行いました。子供のフッ素塗布で来場された保護
者の方がついでだからとおっしゃって測定されていた

県央ブロック・歯ッピースマイルフェア

柏崎ブロック・「柏崎市　歯の健康展」
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・保育園・幼稚園の年長児の絵画展示
・小中学生の図画ポスター・標語の展示
来場者数　846名
動員歯科衛生士数　12名
感　　想
　今年で41回目の歯の健康展、昨年度同様事前予約制
で開催し、歯科医師による歯科健診・相談に119組317
人の方から参加いただき、フッ化物歯面塗布は、129
人実施しました。コロナ禍前のイベントに戻して実施
したため、全体の来場者は、846人で昨年度より285人
増となり大盛況でした。特に柏崎市の歯科保健の課題
である働き盛り世代への歯科健診の場の一つとして、

参加者（保護者）の歯科健診を必須にしたことで青壮
年期の歯科健診にも繋がってきています。
　また歯科健診前には、歯みがきコーナーで染め出し
を希望される大人の方が多くおられ、ご家族全員で鏡
を見ながらみがき、口腔内をきれいにしてから歯科健
診に臨む姿もみられました。来年度もますますバー
ジョンアップしていけるように関係機関と連携を取
り、市民の皆さまの歯やお口の健康づくりが重要であ
ることを今後もわかりやすく啓発していきたいと思い
ます。
� 報告者　柏崎ブロック長　船岡陽子

主　　催　見附市歯科医師会
日　　時　令和６年６月30日㈰　９時00分～12時00分
会　　場　ネーブル見附
内　　容
・歯科検診
・歯科衛生士による歯磨き指導
来場者数　187名
動員歯科衛生士数　３名
感　　想
　令和６年６月30日㈰、見附市健康フェスタ2024が
ネーブル見附にて開催されました。他のイベントも同
時開催があり、沢山の方々が来場し、検診を受けに来
られました。お一人で来られる方もいましたが、お子
さんを連れてご家族でいらっしゃる方が多いと感じま
した。
　年齢層も、まだ、歯が生えていない０歳児から、高
齢の方まで幅広く、検診後の歯科衛生士による歯磨き
指導では、ご本人に合った磨き方や、歯間ブラシのサ
イズ、フロスやタフトブラシなどについて、熱心に聞

かれたり、質問されたりする姿が見られました。中に
は、自宅で介護している家族の口腔ケアをお願いした
い、という方もいらして、在宅歯科医療連携室の案内
をしたところ、存在をご存じで、市民の方々へ広く歯
科医療連携室の周知が浸透してきているのだと感じま
した。
　老若男女それぞれのステージにおいて、生涯自分の
歯で美味しく食べるために、今まで以上により一層、
歯科の関わりと衛生士の役割が大切だと思いました。
� 報告者　県央ブロック　小林恵子

　去る令和６年２月12日に東京都で行われた、日本歯
科衛生士会主催の歯科衛生推進フォーラムに参加して
参りました。
　開会に先立ち日本歯科衛生士会 吉田 直美会長より
挨拶があり、歯科衛生士を取り巻く現在の課題と未来
についてお話がありました。
　来賓として厚生労働省 保健局医療課 歯科医療管理
官の小峰祐子氏よりご挨拶をいただき、引き続きの講
演では『歯科保健医療の動向』と題して、令和６年度
から改正される医療制度の歯科衛生士に関連する変更
点を中心とした講話がありました。
　【歯科衛生士の現場から歯科衛生士の専門性を考え
る】では、日衛の各委員会の取り組みを吉田直美会長
が座長となりフォーラム形式で行われました。
１）病院に勤務する歯科衛生士の専門性
� 病院委員会　大屋 朋子 委員
２）診療所勤務の歯科衛生士として
� 診療所委員会　武藤 智美 委員長

３）行政歯科衛生士に求められるスキル
� 地域歯科保健委員会　長 優子委員
４）在宅療養者の口腔健康管理
� 在宅・施設口腔健康管理委員会　村西 加寿美 委員
５）臨床・臨地実習の現在
� 教育養成委員会　鈴木 瞳 委員
６）今後の日本歯科衛生学会での取り組みについて
� 日本歯科衛生学会　吉田 幸恵 学会長
【質疑応答】
Q１：�歯周病学会など他学会で学会発表や認定歯科衛

生の取得をされている歯科衛生士も多くいる。
今後、専門歯科衛生士制度を新設するにあたり、
優遇される可能性はあるのか。

A１：�専門職に求められる専門性には、①長期的に研
究に取り組んでいる　②職能団体に所属してい
る　③職務の自立性がある　④職業規範がある
　の４条件がそろっている必要があり、他職種
の学会で認定を受けて「個人のスキル」を磨い
ても、社会的には『歯科衛生士の専門職』とは

令和５年度 歯科衛生推進フォーラム　報告

県央ブロック・見附市健幸フェスタ2024
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日本歯科衛生士学会第19回学術大会、メインテーマは、ライフコースを通した健口文化の醸成、
新潟市朱鷺メッセにて開催、成功裡に終了

・上越ブロック　51名
・柏崎ブロック　20名
・長岡ブロック　42名
・県央ブロック　32名
・魚沼ブロック　28名

・下越ブロック  　35名
・新潟ブロック　238名
・佐渡ブロック　  13名
・県外ブロック　    3名

会 員 の 動 き
会員数　462名（令和６年10月３日現在）

認識されない。しかし今後は、それら他学会の
認定を受けた歯科衛生においても、一定の知識
と技術のある人は歯科衛生士会の会員であるこ
とを条件に、専門歯科衛生士の認定のための優
遇措置を考えていきたい。（吉田会長・吉田学
会長）

Q２：�現在行われている認定歯科衛生士制度がおろそ
かになることはないのか？ 認定研修を希望し
ている会員が、何年間も定員にあぶれて認定が
取得できないとの話も聞く。認定制度をもっと
充実してほしい。

A２：�認定研修の会場の大学や大学病院などの関係で、
希望に添えていない現状があることも承知して
いる。しかし、専門制度は同時進行で進めてい
くべきもので、歯科衛生士が専門職として社会
に認めてもらうために必要な制度と考えている。

　各委員会からの発表は、歯科以外の知識、能力、対
応力などそれぞれの現場の専門性についてでしたが、
私自身、現在の職場での専門性をもっと高めなければ
と、強く感じました。
　吉田幸恵学会長からは、更なる歯科衛生士の質の向
上には①専門分野の研究を行うこと、そして②研究に
貢献できる者を育成する制度が必要というお話があり
ました。「研究」に関しては難しく考えてしまいがち
ですが、まずは「調査」と考えると取り掛かりやすい
と感じました。個人ではなく、ブロック単位や職場単
位から始めることも一つの方法だと思います。
　吉田直美会長の「資格を取得しただけでは専門職と

　令和６年９月22日（日・祝）～23日（月・祝）の両日、第19回日
本歯科衛生学会（大会長は、新潟県歯科衛生士会江川
広子監事）が新潟市朱鷺メッセを会場に開催されまし
た。また、21日㈯には、専門領域別研究集会が開催さ
れ、多くの歯科衛生士会が参加し会場は満員で立ち見
が出る状況でした。
　学術大会会期中は雨模様で天候には恵まれませんで
したが約1,400人余りが参加したとの報告がありまし
た。（オンデマンド含む）
　新潟県歯科衛生士会は共催として、主催である日本
歯科衛生士会と共に当日の運営に関わり、９月22日（日・祝）
17時～開催された交流会では、一期一会の出会いを大
切に。そして、新潟を知り、楽しんで欲しい。そんな
願いを込めたおもてなしに多数の歯科衛生士が参加し
大変好評でした。

は言えない。その後の知識・技術の向上に励み、尚且
つ、職能団体に所属していなければならない。」とい
う言葉は、歯科衛生士の専門性について改めて考えさ
せられました。私自身も含め、国家資格を持っている
だけで「専門職」とは言えない歯科衛生士が数多くい
るのではないでしょうか。個々に知識や技術を磨いて
いても、歯科衛生士会に所属していない歯科衛生士が
多いとも伺いました。意識改革の必要性を感じました。
知識・技術向上のための研修会だけでなく、専門職の
定義を学ぶ機会があるとこうした傾向にある歯科衛生
士の意識改革に繋がるのではないかと感じました。
　今回のフォーラムに参加して得た経験を、私自身の
歯科衛生士活動だけではなく、新潟県歯科衛生士会の
発展のためにも活かしていきたいと思いました。
� 報告者　地域保健委員　中島康子

　なお、第20回学術大会は、東京都品川区昭和大学上
条講堂にて、東京都歯科衛生士会の共催にて、令和７
年11月１日㈯～３日（月・祝）の予定で開催されます。
� （新潟県歯科衛生士会広報委員会）

開会式

歯科衛生士学校の学生さんが
修学旅行で参加

新潟県のおもてなし交流会は
満員御礼

シンポジュウムの会場
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受付時間：9：00 ～ 17：00（土日祝日を除く）
TEL：03-5640-0233
FAX：03-3668-2790

読むとお出かけしたくなる！ 観光情報満載のご当地手帳♪

トキスケと
サケジュール

表 紙 は
リ バ ー
シ ブ ル

2025

定価1,540円（税込）

県内書店・コンビニで
好評販売中！

株式会社 DI Palette（ディーアイパレット）

TEL025-283-6222 （平日9～17時）
〒950-8724 新潟市中央区和合町2-4-18
URL https://www.dip.co.jp/techou/　　techou@dip.co.jp

●お問い合わせ
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　有限会社　石石　　原原　　歯歯　　科科　　商商　　店店 　株式会社　後後藤藤歯歯科科商商店店　　長長岡岡店店

　　　　代表取締役　石　原　健　樹 　　　　代表取締役　後　藤　忠　久

　　　　〒949-6626　南魚沼市六日町91-5 　　　　〒940-2116　長岡市南七日町23-1

　　　　ＴＥＬ　0257-72-2159 　　　　ＴＥＬ　0258-86-7423

　　　　ＦＡＸ　0257-73-2785 　　　　ＦＡＸ　0258-86-7425

　　沖沖  歯歯  科科  要要  材材  株式会社 　株式会社　田田中中歯歯科科器器械械店店　　新新潟潟支支店店

　　　　代表取締役　佐　藤　博　行 　　　　支店長　鈴　木　　豪

　　　　〒950-2074　新潟市西区真砂町3-23-2 　　　　〒951-8151　新潟市中央区浜浦町1-41

　　　　ＴＥＬ　025-266-5141 　　　　ＴＥＬ　025-267-1080

　　　　ＦＡＸ　025-231-0802 　　　　ＦＡＸ　025-267-1082

　株式会社　カカ　　タタ　　ギギ　　リリ 　有限会社　諸諸  見見  里里  歯歯  科科  商商  店店

　　　　代表取締役　片　桐　啓　介 　　　　代表取締役　諸　見　里　  　淳

　　　　〒950-0943　新潟市中央区女池神明1-1601-3 　　　　〒956-0832　新潟市秋葉区秋葉1-3-15-27

　　　　ＴＥＬ　025-284-3091 　　　　ＴＥＬ　0250-24-2188

　　　　ＦＡＸ　025-284-3094 　　　　ＦＡＸ　0250-24-2189

　合資会社　木木　　村村　　歯歯　　科科　　商商　　店店 ヘヘンンリリーーシシャャイインンジジャャパパンンイイーースストト　株式会社　新新潟潟支支店店

　　　　代表取締役　木　村　　功 　　　　支店長　加　藤　　泰

　　　　〒940-0071　長岡市表町1-1-10 　　　　〒950-0962　新潟市中央区出来島1-1-19

　　　　ＴＥＬ　0258-32-1455 　　　　ＴＥＬ　025-283-2500

　　　　ＦＡＸ　0258-32-1455 　　　　ＦＡＸ　025-283-2511

歯科器材のご用命は信頼と実績の上記組合加盟店へ

東北新潟歯科用品商協同組合　新潟県支部組合員


